の 自嘲、 軽蔑 を もって やりすごした 憾みが あつたので 

ある。 

昭和 七 年 ( 一 九 三 二 年) の 春 以来、 執筆の 自由 を 失つ 

ていた 何人 かの 作家た ちが この ころ 追々 過去の 生活 を 

題材と して 作品 を 発表し はじめた。 村 山知義 氏の 「白 

夜」 その他 代表的な 作品が あった。 転向 文学と いう 独 

特な 通称が おこった ほど、 当時 は 過去 を 描いた 作品が 

プロレタリア 作家に よって 発表され たので あつたが、 

その 一貫した 特徴 は、 文化 運動 を 通じての 活動に よつ 

て 法律の 制裁 を も 受けた 当事者た ちの 箇 人的な 意味で 

の 自己 曝露で あり、 良心の 苦悩の 告白であった。 俺の 



みみて、 客観的に 大衆の 負うて いる 歴史の 特殊性と 日 

本 インテリ ゲン ツイ ァの 動向との 関係と して 自身の 敗 

北 を も 追求し、 芸術 化そうと すると ころまで 腰が 据っ 

ていなかった こと は、 今日の 文学 を 語る 上に も 決して 

見逃す ことの 出来ない 重大な 点で ある。 

過去の 若かった 左翼の 運動の 日本的 特徴の 一 つと し 

て あげられる 素朴な 英雄主義 • 公式主義と 云われた も 

の を 発生 させて いた 社会的 原因 そのものが、 敗北に 際 

して は 裏が えしと なって 現われた。 一定の イデ ォロ 

ギ ー に対する 人間的 弱さ、 箇 性の 再発 見、 インテリ ゲ 

ン ツイ ァ. 小市民と しての 出生への 再帰の 欲望な どが 



とに おける 「能動 精神」 の 主張 を 以て 現れた ので ある。 

煩瑣、 無気力であった 文学の 袋小路 は、 やっと 広く 

活々 とした 大路へ 通じる 一 つの 門 を 見出した かの よう 

であった が、 ここに も 亦、 複雑な 日本の 情勢 は 複雑な 

文学の 諸問題 を 露出した。 由来、 舟橋 氏 等に よって 提 

唱 され はじめた 能動 精神、 行動主義 文学と いう 言葉 は、 

当時 フランス 文壇の 一 部、 主として 新 フランス 評論 

(N • R • F 誌) による 人々 ラ モン • フ ェ ルナン デス、 

アンドレ. マル ロォ 等に よって 唱えられ ていた 「行動 

のヒュ ー マ 二 ズム」 を 小 松 清 氏の 訳語に 従って 適用し 

たもので ある。 



し、 ヒュ ー マ 二 ズムは 個人の 完成 を 意味す る ご 小 松 清 

氏の 「行動主義 理論」 は 更に フランスの 行動主義 文学 

の 特殊な 地位に ついて 左の ように 説明した。 

(A) 行動主義 は 行動 的 瞬間に おける 原始 性と 純粋 性 

に 重要な 価値 を 見る。 従って その 瞬間に おける 統一 

性 は 直覚 的な 速度に 感受され なければ ならない。 即 

ち 表現の 上に 叙述 的な 冗長 は 斥けられ、 単純化 は そ 

の 必然的な 方法と なる。 文学的 行動主義が、 造型 芸 

術に おける 野獣派、 ピュ リズム、 プリ ミチ ヴ イズム、 

シム ルタニ ズム、 表現主義 或いは 超現実主義の 表現 

方法に 多くの 近似 を 見出す の は その 故で ある。 



(B) 行動主義 は 創造的 制作の 上に 立つ ものであるが 

故に、 恒に 制作が なさる る 時代、 もっと 切実に 云え 

ば その 瞬間が 唯 一 の 機会と なり、 第 一 条件と なり、 

足場と なる。 そうして この 一 点に こそ 大きな 意欲の 

集中が ある。 

(失う こと、 発見に あと を 譲る ために 失う こと …… 

ァ ポリ ネエル) 

かかる が 故に、 行動主義 は 間断な き 前への 飛躍の 意 

味に 於いて、 あらゆる モダァ 二 ズムと モラル を 同じ 

くす る 

(C) ヒ ュ— マ 二 ズムの モラルの 上に 立つ 行動主義 は、 



必然、 個人主義 である。 しかし この 個人主義 は エゴ 

中心的な ((満足した 自我)) の ブルジョワ 個人主義で 

はない。 この 個人主義 は ((自我の 発展)) の 希 願の 上 

に 立ち、 ((モ 二 ュ メンタルな 我)) ((コ ス ミックな 我)) 

としての 自我 意識 を もつ ものである。 

換言すれば 行動 的ヒ ュ ー マ ニズム における 個人主義 

は 十七 世紀 ヒュ— マ 二 ズムの 個人主義の 近代的 延長 

ではなく、 少く とも 革命と 機械 を 知り、 それに 掣肘 

を 受けた 多分の 社会的 若く は 全体 的 組織の 意識 を 

もった 個人主義 である。 つまり 孤立 的な 静的な 自我 

の 意識で なく、 全体 的 綜合のう ちに 自ら を 意識し、 



全体 的 環境の 発展と ともに 自我 を 新しく 構成し 創造 

して 行く こと を 希う 相関的、 能動的 自我の 意識で あ 

る。 が 故に 文学的 行動主義 は 必然、 多分の 社会性 を 

もち、 また 革命 主義 的 立場 をと る。 

(D) フェルナンデスが 智能 を 空間 的な ものの 訓練に 

規定す るよう に、 行動主義 は 人間性の 原始 性 (例え 

ば エロチズム) と 近代 文化の 物質 力に 自ら を 訓練す 

る。 即ち 行動主義 は 肉体と 機械の 発見に よって、 そ 

れらに 作用され かつ 反作用す る 個人の 感性、 智性、 

意欲の 方向と 状態 を 表現す る ことによ つ て 近代的 人 

ft を 啓示す る。 



ある こと を 強調して いるので ある。 

世界 文学の 視野に ヒ ュ ー マ ニズム の 問題が 現れた の 

は 一 九 三 〇 年からで あった。 然し 一 九 三 四 年と いう 年 

は 二月の パリ 騒擾 事件 (スタ ビス キ ー 事件) における 

ファシストの 狂暴 を 契機と して、 フランス 思想界に、 

左右の 対立が 歴然 表面化した 時であった。 反フ ァシズ 

ム 団体が 政治的に 結合した ばかりでなく、 文化 を 擁護 

する ために フランスの 思想家、 作家が 反 ファシスト 行 

動 委員会 を 組織した。 この 委員長 は パリの 自然 博物館 

長であった。 この 委員会 は 学界の 代表者 を 包括して 八 

千 名 を 超した。 



これまで 社会問題 を あまり 扱わなかった N • R - F 

さえ 時事問題 を あっかわざる を 得ない 情勢に おされ、 

広汎な 反 ファシズム 文化 運動の 一翼に つらなつ たので 

あった。 が、 アン リ. バ ルビユ ス、 ルイ • アラゴン、 

トリスタン • ツァラ、 クウ チュリエ その他に よって、 

一 九 三 〇 年 組織され た 「国際 作家 同盟 フランス 支部」 

の 活動 やその 雑誌 『コ ンミ ユン』 の 性質と フェル ナン 

デスの 「行動の ヒュ— マ 二 ズム」 理論が 本質的に 異っ 

たもので ある こと は、 フェルナンデスが 作家の 生活 的 

思想 的 孤独に ついて バ ルビ ュ ス などと は対躕 的な 評価 

を 抱いて いる 点に ついて 観る だけで、 既に 十分 理解 出 



来る。 フェルナンデスの ヒュ ー マ ニズム も、 知識人と 

その 知性と いう もの を 社会生活の 現実 階級との 関係に 

おいて 見ず、 抽象化し ている 点で N • R • F の 最も 望 

ましから ぬ 精神 傾向の 伝統的な 嫡子の 一 人な ので ある。 

そして、 近代 芸術に おいて 「行為 的 主権 を 証左した も 

の」 として、 「セ クジ ュ ァリテ の 胸に 自ら を 委ねた」 ィ 

ギリスの D • H • 口 — レンスの 諸 作、 「権力への 意志に 

自己 を 燃焼した」 作家と して マル 口 ォの諸 作品。 「人 

性の 創造的 行動のう ちに 深く 滲 潤す る ことによ つ て 生 

活の リズム を 把握しょう とする」 作家と して フエ ルナ 

ン デスの 作品が、 日本に おける 行動主義の 人々 によつ 



て 続々 翻訳 出版され るに 至 つ た ので ある。 

フランス における 「行動の ヒュ— マ 二 ズム」 運動に 

関して 真に 学ぶべき ところ は、 一 九 三 四 年の 人民の 人 

間 的 自主性 を 守らん とする 要求に よ つ て 結ばれた 広く 

して 強い 文化の 線が、 ファシズムに 反対の 立場 を 保つ 

ている という 共同 的な 一点に よって、 他面で は 多く 異 

質な もの を 蔵して いる フエ ルナン デス 流の 行動主義 を 

も その 一部に 包括した という 事実で ある。 「行動の 

ヒュ— マ 二 ズム」 も、 その 一翼に したがわざる を 得な 

かった 更に 巨大な 更に 行動 的な、 現実の 社会的. 文化 

的 行動が 起されて いたと い う 歴史の 進み ゆく 歩 ど り の 



複雑さ を- J そ 学ぶ ベ きな のであった。 

ところが、 この フェルナンデス 等の 「行動の ヒュ— 

マ 二 ズム」 は 日本へ 「行動主義の 文学」 として 輸入 さ 

れて 以来 今日に 到る 迄に、 果して 如何なる 日本的 変貌 

を とげて 来て いるであろう か。 ヒュ ー マ 二 ズムの 問題 

は、 今日、 そして 明日、 すべての 人々 の 生活と 文学と 

の 上に 依然として 重大な 基調 をな す ものであるから、 

この 機会に この 問題 を 眺め 直す こと も 無駄で あるまい 

と 思う。 

先ず 第一に 注目され る こと は、 フランス における 文 

化 擁護の 全 運動の 内部の 主流と 「行動の ヒュ— マニズ 



ム」 という ものとの 相互 的な 関係と 差別と が、 現代 

ヒ ュ— マ 二 ズムの 本質の 理解 上 まことに 重大で あるに 

かかわらず、 日本へ は その 客観的 条件 を ぼんやり とさ 

せて、 一方的に、 云い 得べ くんば N • R . F の 伝統の 

面に 立って だけ、 紹介され たこと である。 当時の フラ 

ンスの 諸事 情 はもと より 強力な 背景と して 説明され て 

いるので あるが、 統一的な 文化 上の 目的の ために は、 

それぞれの 思想 的 傾向の 中に ふくまれ ている 本質 上の 

相異 まで 全く 帳消しに して 仕舞われ たかの ように 紹介 

された。 

次で 重要な こと は、 「行動の ヒュ— マ 二 ズム」 が、 超 



階級の 箇人 主義 的で ある こと、 左右 両翼に 対して 本質 

では 知性の 独立 を 期して いる ことで ある。 そして 反 主 

知的 . 反 合理主義 的 立場に ある こと 等が、 当時 日本の 

プロレタリア 文学の 敗北に つれて 自身の 動向 を も 失い 

つ っ猶 その 世界観と 文学と に 反撥して いた 知識人 を 

「行動主義」 文学 理論へ ひきつけた 一 つの、 だが 最もつ 

よい 可能性と な つ ていた ことで ある。 

日本の 巿 民の 経済力と 文化の 低 さと は、 現代で も 諸 

方面に 所謂 種本の 貴重 性 をの こして いる。 フランスの 

文化 運動の 全貌に 関する 一 般 文化人の 常識 は、 謂わば 

種本の 数の 尠 なさに 比例した 狭 さであった から、 「行 



うとしたり」 「客観的な 批判 もな く、 自己の 正しい 検討 

もなかった」 が、 新たに 行動主義 文学に よって 唱えら 

れ ている 能動 精神 は 「知識階級 は 飽くまで 知識階級と 

して」 「知識階級 それ 自身の 特性 を 自覚し、 飽くまで そ 

れ 自身の 能力の 自覚に もとづ いて 立ち上 つ ている も 

の」 (引用、 青 野 季吉氏 「能動 精神の 擡頭に ついて」) 

と 理論 づけら れ たので ある。 

舟橋 聖 一 氏の 作品 「ダイヴィング」 芹 沢 光治良 氏 「塩 

壺」 等、 いずれも 能動 精神 を 作品に おいて 具体化し よ 

うと 試みられて、 当時 問題 作と された もので あり、 三 

田 文学に 連載 中であった 石 坂 洋次郎 氏の 「若い 人」 も 



やはり その 作品の もつ 行動 性と いう 点で、 (行動の 方 

向 は 評価に 際しぬ きにされて) 注目 を ひいた ので あつ 

た。 

現実 生活の 内部の 矛盾 は、 行動主義 文学者に よって 

ブル ジョ アジ— と 知識階級 人 一 般の 良心との 激化す る 

対立と して とりあげられ たので あるが、 日本に おける 

ヒ ュ— マ 二 ズムの 文学が 提唱 後 四 年 経た 今日に 至 つ て 

も 未だ 一種 模糊 退 嬰の 姿に おかれて いるの は、 社会 情 

勢に よると は 云え、 その 出発に 於て、 プロレタリア 文 

学の 蓄積と 方向と を 否定し つよく それと 対立し つ つ、 

悪化す る 情勢に は 受動的で、 社会 矛盾の 現実 は 知識人 



り、 また 小 ブル ジョァ 的. 地主 的. プロレタリア 的な 

夫々 の インテリ ゲン ツイ ァが 存在して いるので ある ご 

そして、 このような 現実の 差別 は、 既に 述べられ てい 

るよう に、 社会 情勢. 階級 間の 力の 関係 等に よって 二 

六 時 中 動き 分化しつつ ある ものな ので ある。 (引用、 

窪 川 鶴次郎 「インテリ ゲン ツイ ァの 積極的 精神」) 

この 社会的 事実 は、 一定の 文学 組織の 有無に かかわ 

りなき 一 箇の リアリティ ー である。 

私達の 生活して いる 現実が 右の ようで あると すれば、 

文化 • 文学 を 正当に 発展せ しめよう とする 忠実な 努力 

は 当然、 可動 的な インテリ ゲン ツイ ァ をして、 その 能 



た。 これらの 作品の 題材の 特異性、 特異性 を 活かす に 

ふさわしい 陰影の 濃い 粘リづ よい 執拗な 筆致 等 は、 主 

人 公の 良心の 表現に おいても、 当時の 文壇 的 風潮 をな 

していた 行為 性、 逆流の 中に 突立つ 身構えへの 憧憬、 

ニイ チェ 的な 孤高、 心理 追求、 ドスト イエ フス キ ー 的 

なる もの 等の 趣向に 一 縷 接した ところ を 含み、 その 好 

評に 於ても、 プロレタリア 文学の 成長の 道の 多岐と 多 

難 さと を 思わし める 時代 的な ものが あつたので あった。 

昭和 十 年 ( 一 九 三 五 年) は 初頭から 能動 精神、 行動 

主義 文学の 討論に よって、 活潑に 日本文学の 年次 は 開 



という もの は、 まことに 通俗小説 内に おける 偶然の 頻 

発と 同様に、 われわれに とって 興味 溢れた ものな ので 

ある。 しかも、 ただ 一人に して その 多くの 偶然 を 持つ 

ている 人間が 二人 以上 現れて 活動す る 世の中であって 

みれば、 さらに それらの 集合 は大 偶然と なって 日常い 

たる 所に ひしめき 合って いるので ある。 これが 近代 人 

の 日常 性で あり 必然性で ある ご 以上の 推論の 結着と 

して、 横 光 氏 は、 人間 活動の 真に迫れば 迫る ほど それ 

は 実に 瞠目 的に 大 通俗で あり、 それ を 描きぬ けば 通俗 

でなくなる、 「純文学に して 通俗小説」 たらん とする 純 

粋 小説 (この 言葉 も フランス 文学からの 移植と して) 



の 主張が、 成立 てられた のであった。 (傍点 筆者) 

興味 ある 点 は、 横 光 氏が 人間の 全き 姿 を、 内部の 思 

考と 外部の 行為との 相互 的 発露、 統一、 矛盾に おいて 

描くべき ものと 見ず、 飽くまで 両者の 「中間」 に その 

重点 をお くべき ものと している 点で ある。 しかも、 そ 

の 肝心のと ころに、 この 作家に とって 主観的に 理解 さ 

れ 自意識され ていて、 その 社会的. 心理的 本質の 追究 

はまぬ かれて いる 自意識と いう もの をお き、 そこで、 

偶然と 必然と いう、 人類が 社会と 思想との 発展の 歴史 

に 決定的な 関係 を もって 来た 問題が 溶かされ、 今日の 

現実、 近代 人の 現実 は大 偶然で あると し、 「純文学で 



切実に あたらしい (というの は 主観的な 認識で はない) 

社会的 現実に 斬り こんでい るか 否かと いう こと だけが 

存在 を 決定す る ご 私小説の 問題 は 「もっと 純粋な 主観 

的 表現に 達する ために は、 いかにして 夾雑物 を 払いす 

てる かとい うこと だけで ある」 とした。 (引用文、 一九 

三 六 『文芸 年鑑』) 

「私小説」 という ものが 近代 日本文学 にあって は、 現 

在 志 賀直哉 氏の 文学に その 完成 を 示し ている ところの 

純粋 小説で あると し、 日本に 於て は プロレタリア 文学 

の 理論が、 「文学に おける 思想の 優位 を 主張」 する 時代 

になって はじめて 「私」 と 社会との 対立が 問題と なつ 



小説で も ある」 純粋 小説 論の 成立 点 を 技術的に は 近代 

人の 自意識に おいて 解決しょう としてい る 横 光利 一 氏 

が、 却って、 近代 日本に おける 複雑 独自な 自我の 消長 

史を 私小説の 推移の 裡に 見る ことが 出来ないで いると 

いう、 興味 ある 矛盾の 事実 を 照し 出す 結果に なった。 

横 光 氏の 自我、 自意識と いう ものの 認識、 実感の 自己 

撞着が 現れて いるので あるが、 同時に この 不明確に し 

かっか まれて いない 自我の 問題 こそ、 日本に おける 能 

動 精神、 ヒュ ー マ 二 ズムの 生活 的. 文学的 実践に、 幾 

多の 歴史的な 特色 を呈 しつ つ あるので ある。 

さて、 「私小説」 の 問題 をめ ぐって、 小 林 氏 は 些か 客 



も 考えなかった ものである」 と 肯定され ている。 (引用 

一 九 三 六 『文芸 年鑑』) 

世界 思想 史 について 些の 常識 を 有する 者に は 小 林 氏 

の 以上の ような ロシア 文学史に ついての 見解 は それな 

リ 賛同し かねる であろうし、 特に 明治 社会と 文化との 

生成の 間、 全く 未開の まま 通過され 異質の ものに 覆わ 

れて しまつ た 中 江 兆民の 時代の 思想の 意義 を、 抹殺し 

ている こと は、 小 林 氏が この 私小説 論の 後、 変化し ゆ 

く 情勢に つれて、 文学に おける 批判 精神の 不用 論 をと 

なえ、 主観的 日本的なる ものの 主唱 者の 一 人となり、 

科学 精神 否定に 至った 必然の 要因 を 語って いるので あ 



る。 

尾 崎士郎 氏の 「私」 の 主観的 純化、 拡大の 翹望 は、 

実に 世界の 能動 精神が 一 つの 核と なして いる 現代の 要 

求で も あるの だが、 ここで も 日本の 能動 精神 そのもの 

が そこでぶ つかって いる 問題 即ち、 どっちへ 向って、 

どのように 「私」 を 社会化す るかと いう 困難に 行 当つ 

ている。 氏の 「人生 劇場」 は 最近での ベスト. セラ— 

ズのー つで あつたが、 この 作品に ついて 見る と、 氏の 

「私」 の 社会化 は 先ず 一般的な 人間 感情への 同情 を 手 

がかり としてい るよう に 思われる。 よかれ、 あしかれ、 

所謂 人間ら しい 心に よ つ て 直接 行為し 生きて ゆく 愛す 



欲 も 文学の 欲望と な つ て、 中 野 重 治 氏 「第 一 章」 「村の 

家」、 窪 川 稲子 氏 「鉄屑の 中」 「 一 包の 駄菓子」、 窪 川 鶴 

次郎氏 二 メンバ—」、 橋 本 英吉氏 「炭坑」、 中條 百合 

子 「乳房」、 立 野 信 之 氏の 長篇 「流れ」 等が 現れた。 

当時の 事情 はこの 一 方 諷刺 文学、 諷刺 詩の 欲求 を 生 

み、 中 野 重 治、 壺井繁 治、 世 田 三郎、 窪 川 鶴次郎 その 

他 諸氏に よって いくつかの 諷刺 詩が 発表され た。 『太 

鼓』 は 諷刺 詩 をのせ て 時代への 太鼓と して 発刊され た。 

獄中 生活 者 を 描いて 出場した 島 木 健 作 氏 は y J の 時代、 

農民 組合の 経験 をめ ぐっての 諸 作に 移って 来て おり、 

徳永直 氏 は 『文学 評論』 に 自伝 的な 「黎明期」 を 連載 



かの 形で 主だった 従来の 既成 作家の 影響の もとに ある 

人々 であった ことで ある。 これらの 作家 達 は、 殆ど 皆 

一 通りなら ぬ 文学 • 文壇への 粘着力 を もってい ると 共 

に、 所謂 文壇の 垢に まびれ ている こと も 自然で ある。 

「賞」 は、 文壇の 一 つの 側に 門 を あけた が、 そこから 出 

現した 新進 は、 文学に 新鮮 活潑な 風 を ふき 起す 代り、 

わ だか ま 

思惟と 感情の 異様な 蜒 り、 粘っこ さ を 文体にまで 反 

映して、 若き 世代の 文学が 当面して いる 社会的. 文学 

的 重圧の 大きさ を 思わし める ものが 多かった ので ある。 

日本文学と 欧州 文学との 接触 を、 これまで のように 

欧州 文学 を こちらへ 移入す る 面から のみでな く、 日本 



は 日本 を 除く 二十 八 力 国、 代表者 は 二百 三十 名。 まこ 

とに 興味 ある 次の 如き 議題で 世界的に 討論され た。 

一 。 文化遺産 (伝統と 発明。 文化的 価値の 振興と 保 

護。 文化の 将来。) 

二。 ヒュ— マ ニズム (ヒュ ー マ 二 ズムと 民族性。 

ヒュ— マ 二 ズムと 個人。 プロレタリア • ヒュ ー マ 

二 ズム。 人間と 機械。 人間と 閑暇。 作家と 勤労。) 

三。 民族と 文化 (民族 文化 間の 関係。 民族 文化と 

ヒュ— マ 二 ズム。 民族 文化と 諸 階級。 諸 階級と 文 

化。 民族主義 対 諸 民族の 現実。 戦争と 文化。 少数 

民族の 文学的 表現。 植民地 諸 民族の 文学。 読者 大 



衆と 玄人。 孤独 者と 先駆者。 翻訳。) 

四。 個人 (作家と 社会との 関係、 対立 か 一 致 か。 自 

己の 属する 階級の 表現と しての 個人。) 

五。 思想の 尊厳 (芸術家の 自由の 本質。 表現の 自由。 

検閲の 直接的 並びに 間接的 形態。 作家と 亡命。 非 

合法 文学。 ) 

六。 社会に 於る 作家の 役割 (公衆との 関係。 ソヴヱ 

ト 文学の 経験。 文学と プロレタリア。 文学と 青年。 

文学の 批判的 価値。 文学の 積極的 価値。 社会の 鏡 

及び 批判と しての 文学。) 

七。 文芸 創作 (社会の 変化が 芸術 形式に 及ぼす 影響。 



連続 価値と 解体 価値。 文学的 生産 活動の 諸 形態。 

文学の 社会的 役割。 タイプの 模倣 若く は 創造。 主 

要人 物の 形式。 表現の 新しい 技巧。) 

八。 文化 擁護の ための 作家の 行動。 その 統制。 

(以上 『文化の 擁護』 ょリ) 

文学 は 本質に おいて 民族的で あると 共に 人類 的で あ 

り、 たとえ どのような 意図の 上に 行われても、 とも か 

く 日本文学が 翻訳され 海外 紹介 さ れ なければ その 目的 

を 達し 得ない ところに 文学に おける ソリ ダリ ティ を 

語って いる。 日本 ペン 倶楽部の 組織が 支持され た 心の 

過程の 内に は 自然 その 流れ も 加って いるので あつたが、 



「しかし 同 会が 日本べ ン 倶楽部と して 生れ、 国際 ぺ ン 

倶楽部 日本 支部と 名乗る に 至らなかった こと は 微妙な 

国際関係の 現状 を 示唆す る ものである。 」 (『文芸 年鑑』) 

国内に おける 文化 統制の 具体化 は、 国際 文化 振興 会 

の 成立 以前、 既に 前年 松 本 学 氏が 警保 局長で あ つ た 当 

時、 故 直 木 三十 五 氏 や 三 上 於 菟吉、 佐 藤 春 夫、 吉川英 

治 諸氏と 提携して 「文芸 院」 設立 を 目論んだ 時から 端 

を 発して いる。 当時、 既に 正宗 白鳥 氏 その他が 現在 保 

護と 監視 は 同義語で あると して、 「文学者が さもしい 

根性 を 出して 俗界の 強権 者の 保護 を 求めたり する の は 

藪蛇の 結果に なりそう に 私に は 想像され る」 と 云った。 



芸 懇話会』 の 発行と した。 そして 昭和 九 年度 二 九 三 

四) の 文芸 懇話会 賞 ( 一 千円) は 会員で ある 横 光利 一 

氏の 「紋章」 と 室 生 犀 星 氏の 「兄い もうと」 にお くら 

れ たのであった。 

ところが、 この 金襴の 帆 を 順風に 孕ませた 宝船、 文 

芸 懇話会と いう ものの 文学に 対する 性質の 矛盾 は、 こ 

の 一 九 三 五 年 七月、 文芸 懇話会 賞が 与えられた 直後、 

授賞 者 決定 に 当つ て 審査員の 投票 で は 島 木 健 作 氏が 選 

に 入って いた にもかかわらず、 公表され ない 特別の 理 

由から 室 生 犀 星 氏と 取 かえられた ことが 一 般に 知られ、 

佐 藤 春 夫 氏が 脱退の 意 を 示した 事件に よって、 悉く 明 



と 純文学との 質の 相異 はた だ 生活と 文学的 現実の 中で、 

必然と 偶然と に対する 解釈 を 異にして いるば かリ でな 

く、 「両者の 区別 は 文学の 本質で ある 『反逆 精神』 の 有 

無に かかる 以上」 通俗文学と 純文学との 対立 は 決定的 

であり、 純文学の 通俗文学への 非 妥協 は 文化 を 統制せ 

ん とする 背後 の 力へ 妥協せ ざ る ことで あ ると 論ぜ ら れ 

たのであった。 ( 一 九 三 六 『文芸 年鑑』) 



一九 三 六 年 二月 二十 六日の 事件の 衝撃 は、 外見 的に 

作家 生活の 変化の 動機と はならなかった が、 その 影響 



ヒュ— マ 二 ズムの 問題が、 かくの 如く 文学 以前の 問 

題と して、 現代 文化の 本質的 方向と して 一 般に 感受 さ 

れ、 討論 さ れ て 来た 事実 はま ， J とに 慶賀す ベ きこと で 

あった。 日本に おける 「ヒュ —マ 二 ズムの 伝統の 乏し 

さ」 につれ て、 「最近 民族主義 • 伝統主義の 擡頭と 共に 

東洋 的 自然主義と ヒ ュ— マ ニズム との 対質 を 内容と す 

る この 課題 は 次第に 重要性 を 加え 来て いる」 そして 「民 

族 的と 云われる もののう ち 多くの ものが 単に 封建的な 

ものに 過ぎない という ことが」 見落されて はならず、 

日本に おける ヒュ— マ 二 ズムの 伝統の 乏し さは、 この 

点に 関しても 今日の 日本の ヒュ— マ 二 ストが、 西欧の 



一層 深刻に 拡大され て 来た。 ヒュ— マ 二 ズムを 日夜 論 

じる 当代 日本の 職業的 知識 代表者と、 一 般の 勤労 的 知 

識 人との 間に、 その 形 は 極めて 捕捉し がたい、 だが はつ 

きりと 感じられる 生活 気分の 疎隔が ヒュ— マ 二 ズムの 

論 をめ ぐって いつしか 生じ はじめた のであった。 

「知識階級 は 飽くまで 知識階級 として」 自己の 性能 を 

発揮す る こそ ヒュ— マ ニズム であると する 論に、 議論 

として は 異議 を 認めなかった 小市民 知識人の 大部分 も、 

実際 生活で は 自分た ちのうけ た 知識人と しての 教養に 

よって 日々 一定の 時間に 出勤し、 或は 労働し、 同僚- 

上役との 接触に 揉まれ、 技術 上の 問題、 技術 上の 自己 



一 方で ヒュ ー マ 二 ズムが 抽象論に なって いるた めに、 

現実の 社会悪に 面 を そむけず、 その 垢の 中に 身 を ころ 

がし、 そこから 再び 立って 来て こそ 新しい 時代の 人間 

性が 輝く ので ある。 これ こそ 時代の モラルで あると し、 

高見 順、 石 川 達 三、 丹 羽 文 雄の 新進 諸氏の 作品 は 題 も 

「嗚呼い やなこと だ」 「豺 狼」 等と 銘し、 室 生 犀 星 氏が 

悪党の 世界へ 想念と 趣向の 遠足 を 試みて いる 小説 等と 

ともに、 痛い 歯の根 を 押して 見る ような 痛痒 さの 病的 

な 味 を、 読者に 迎えられた のであった。 

石 坂 洋次郎 氏の 「麦 死なず」 という 小説が、 左翼 運 

動への 無理解 や 自己 解剖 を 巧に 作 中 人物の 一 人 (妻) 



へ の 誇張され た 描写に すりかえ ている 等の 欠点 を もつ 

作品で あるに かかわらず、 一応 興味 を もたれた の も、 

当時の このような 空気と この 作者の 示した 不健全 性 こ 

そが 結びつき 得た からによ つたので ある。 

これ 等の 人間的 感性と 文学の 頹 廃に 安せ ず、 同時に、 

還リ 得べ からざる 王朝 文学の 几帳の かげ を も 求めない 

作家た ち、 深 田 久彌、 山 本 有 三、 芹 沢 光治良 等の 諸氏 

は、 それぞれ、 モラルと 真実との 再誕 を 求めて 作品に 

とりくん だが、 これらの 真面目な 人間的. 文学的 努力 

も、 成果に おいて は 作者の 健全な らんと 欲する 意欲 だ 

けが 感じられ、 文学的 現実 は 結論の ない、 中心が ガラ 



生き方の 一 つの 具体的な 道 を 示し 得て いた こと を 思い 

合わせ、 感想な きを 得ない ので ある。 

又、 阿部知二 氏 は、 「いかに 生くべき か KowtoliveJ 

の 探究に おいて 「冬の 宿」 を 書いた。 しかし、 この 作 

品 も 探求に よ つ て 新ら しく 扉 を 開かれた 人間性の 発見 

に は 到達せ ず、 探求 彷徨の 姿で 描かれざる を 得な かつ 

たのであった。 

日本 古典文学 とその 精神へ の 復帰 は、 最初 シ ェ スト 

フ 的な 「不安の 文学」 が 批判 を 与えられ はじめた 頃、 

能動 精神の 提唱と 前後して、 久松潜 一氏な どに より、 

朗らかに、 おおらかな 芸術 美の 対象と して 万 葉 時代の 



との 大 摩擦で あり 又 彼の 文学の 大きい 要素と しての 文 

人気 質、 その ポ— ズの 桎梏であった。 

日本 近代文学の 発展の 中心 を 二葉 亭 以来の 純文学に 

おいて 眺め わたす とき、 そこに は 日本の 社会が 近代 社 

会と して 国際的に 一 位 を 占める ために 努力して 来た 量 

と 等しい 精神の 量に おいて、 近代 社会の 巿民 としての 

人間性の 自主、 我の 自覚への 努力が されて 来て いる。 

経済. 政治の 専門家が 条約 改正の ために 尽瘁し、 ちょ 

ん鬍を 剪らせ、 廃藩 を 行った、 そのこと が 文化の 面で 

は、 長い ものに は 巻かれろ 式な 戯作 文学の 伝統と 近代 

精神との 入り くんだ 摩擦に 導いた ので ある。 



社会的 現実の 各面に、 今日 この 摩擦が より 発展した 

形に 於て 高まる とも 低まつ ていないから こそ ヒュ ー マ 

二 ズムの 声が 起った ので ある。 この 時期に、 文化. 文 

学の 迪 つて 来た 歴史の 伝統の 刻み目の 内容 を 着実に 含 

味しょう とせず、 空に 飛行機 を 舞わせつつ、 文学 精神 

の 面に おい て だけ は 青 丹よ し 寧 楽の 都 数千 年の 過去に 

たちかえらん としても、 幻 を 喰って 生きて いられる だ 

けの 余裕に 立って それ を 主唱して いる 少数の 人々 以外 

に は、 深き 困惑に 陥る ので ある。 

この 常識から 見れば 奇妙な 偏り を もった 古典文学 謳 

歌の 傾向が、 ともかく 自身の ために 語リ 得る 場 処をも 



ち 得て いると いう 可能の 条件に 就て、 自明な 情勢 はも 

とよりの ことと して、 更に 文化の 面から 考察が 進めら 

れ なければ なる ま いと 思う。 ァカ デミ ッ クな 国文学 者 

の 著になる 和 泉 式部の 研究 を 土台と して、 一 躍 情熱の 

女 詩人 与 謝 野 晶子への 讚美と なることの 腑に 落ちな さ 

は 一 般 文化人の 胸に ありつつ、 何故 輿論と して それが 

発言され ない のであろう か。 文学に 即して 見れば、 従 

来の 国文学 研究が 実社会から 離れた ありよう をして い 

たからで ある ことが、 指される と 思う。 

, J の 年 は 佐 佐 木 信 綱 博士 の 万 葉 集 校訂 の 大事 業が 完 

成して 注目 を ひいた が、 従来、 国文学 者 は 不思議に も 



と、 寧ろ 風土 的に 日本 文学の味 を 知らされて いるので 

ある。 

「ものの あはれ」 という こと は 佐 藤 春 夫 氏の 今日的 文 

学の 核 をな してお り、 「まこと」 「ますら をぶ り」 「さび」 

「なぐさみ」 等の 言葉 は 保 田 その他の 諸氏の 愛好す る 

語彙で ある。 だが、 それらの 用語 は 天から 降る 金の 箭 

のように 扱われ、 古代. 中世 • 近世 日本の 文学に おけ 

る それらの 基準の 概括の 背景と 内容 は 説き 明され ない。 

かかる 日本文学 古典 上の 評価の 規準の 推移に 関する ま 

とまった ものと して は 寡聞に して 僅に 久松潜 一 氏の 

『日本文学 評論 史』 二 巻が あるば かりで ある。 



きのう、 そして 今日の 日本の 文化の 一 般的 実質が 健 

全に 発育し 豊富で あると いうに は 未だ未だ 遠い 現実で 

ある こと は、 克服すべき 将来の 問題の 一 つと して 十分 

認識され なければ なるまい。 その 文学 精神が 欧化した 

と 云われる 日本の 純文学 は 一 つの N • R • F によ つ て 

どれ 程 さわがされなければ ならなかった ろう。 文学に 

おける 日本の 精神と いうと き、 その 専門家で ある 国文 

学者 は 俗流 孫引きの 牽強に 対して、 常識の 抱く 疑問 を 

明かに する 文化的 実力 は 有しない ので ある。 日本の 巿 

民 生活に おける 文化 一般の 未発達、 貧寒 さとい うこと 

はこの ような 現実の ありよう に対して 云われる ので あ 



ヒュ— マ 二 ズムの 問題の はじまりに、 宙に 浮いた 知識 

階級なる もの を 仮定して そこでば か リ物を 云って いた 

弱点 は、 この 時期に 到って、 インテリ ゲン ツイ ァと民 

衆との 游離 という 風に 誇張せられ、 インテリ ゲン ツイ 

ァ はさながら 自ら 知識人で ある こと を 負担と して 知慧 

の 悲しみ を愧 じる が 如き 身ぶ リが 現れた。 

森 山 啓 氏の 「収獲 以前」 という 作品 は、 小市民と し 

ての インテリ ゲン ツイ ァ とその 庶民 風な 親族との 家庭 

生活の いきさつ を 描いた もので あつたが、 民衆 生活の 

もた 

内に 齎らされた 知性 (知識人と なって いる 主人公に 

よって) を、 それによ つてより 光明 的な 方向に 生活 を 



作者に よる 「シ— ボルト 夜話」 の 続篇と して 書かれた。 

貴 司 山 治 氏の 戯曲 「洋学 年代記」 に は、 学者と しての 

良心と 達識との ために 国法に ふれた 幕末 蘭学 者の 一 群 

と 間宫林 蔵の 運命と が 扱われた。 村 山 知 義氏は 「或る 

コ ロニ ー の 歴史」 に 朝鮮人の 生活 を 描き 又 「獣 神」 に 

. J の 作者 独特 の エネ ルギ ー と 不思議な 内部 の 分裂 矛盾 

を 示した。 

この 年 六月 十八 日に マクシム \ゴー リ キイが その 多 

彩 多産な 六十 八 年の 生涯 を モスク ヷで 終った こと は、 

世界に 少なからぬ 感動 をった えた。 ゴ— リ キイ をして 

しかく 人類 的な 光彩 ある 活動と、 才能の 満開と を 可能 



場 を 持つ ものであるが、 同時に、 「文学と 文学者 達との 

間 に 決議 さ れた 事項 は 文学 を 主軸と して 解釈 さるべき 

であって、 それに 不必要に して 余計な 拡張 解釈 を 加え 

る こと は 誤りに 陥り 易い」 こと、 民間 性が 重んじられ 

るべき こと、 文化の 相互 的 理解 を 深める 機会と して 大 

国の 襟度の 示さるべき こと、 又、 年 を 同じく して 日本 

文化 連盟 主催の 万国 文化 大会 も 開催され る 由で あるが、 

これと ぺ ン クラブの 大会と は 「依 立す る 主軸と 意図に 

相違 ある」 こと 等が、 諸方 面から 明かに された の は、 

極めて 妥当な ことで あつたと 云える。 二 九 三 七 『文 

芸 年鑑』) 



今日の 文学の 諸 経験 

—— 明日の 文学への 流れ II 

さて、 遂に 我々 の 前に は、 将に 暮れようと している 

一 九 三 七 年の 頁が 現れた。 この 一 年間に 生きられた 文 

学の 諸 経験 は、 その 質に おいて まことに 深刻で ある。 

前年の 終りに 近づいて から 民衆 本来の 心の 姿 は、 或 

る 種の 作家の 主張す る 如く 現実の 生活に 対する 批判の 

精神な ど を 必要と していない ものであると いう 論の 出 

現した ことに ついては 前に 触れた。 本年に 入って この 



定 して ヒュ— マ 二 ズム論 をめ ぐる 人々 は、 民衆 を 口に 

して、 やはり、 民衆 を 一箇の 抽象名詞 としてし まった _ 

更に 注目 を ひかれる こと は、 この 文学の 大衆化 動議に 

おいて それ 等の 論者 は 民衆 を 抽象化しつつ、 而も 一方 

では 現在の 文化 低度に 固着せ しめた 条件で 民衆 を 明白 

に、 文化 上の 被 与 者と して 扱って いる 事実で ある。 

大衆と いう 言葉 の 歴史に おける 意味で、 文学との 関 

係 をと リ あげたの は プロレタリア 文学であった。 プロ 

レタ リア 文学 は、 勤労者の 広汎な 生活 を 文学に うつし 

つつ、 同時に、 大衆 そのものが 内蔵して いる 文化と 文 

学との 新たな 発展 力、 その 開花 を 前途に 期待した。 作 



文学に おける 日本的なる ものの 主観的な 横溢の 流行 

は、 フランスから 帰朝して その 第一 作 「厨房 日記」 を 

発表した 横 光 氏の 作品が 拍車と なって 作用した。 常に 

N . R • F のかげ を 負うて 来て いる この 作者が、 「紋章」 

では 日本の 精神の 緊張、 高邁 さの 一 典型と して 茶道 を 

礼讃した。 その 気の 張り さえ も 「厨房 日記」 では 棄て 

ている 姿 は、 当時、 翻訳 紹介され たジ イドの ソヴ エト 

旅行記に ある 反 現実的な 態度と 微妙に 日本の 空気の 裡 

で 結びつき、 反 欧州 文学 思潮の 流れ を 太く した。 

ジ イド は、 ミドルトン • マリの 評に よれば 「ほ とん 

ど 取る に 足らない 本質的な 業績 を 基礎と して、 しかも 



日本で ジ イド は、 実に 驚くべき 過重 評価 をう けたの 

であるが、 且て 二十 年 近い 昔、 「狭き門」 「背徳 者」 な 

どが 翻訳 出版され た 時文 学 愛好者が アンドレ • ジ イド 

なる 名に 払った 注意 は 決して 甚大な ものではなかった。 

ジ イドの 日本に おける 奇妙な 繁栄 は、 丁度 四 五 年 前、 

プロレタリア 文学の 蒙った 破壊 前後、 文学的 混迷 の 時 

期に、 一部の 人に よって ジ イドの 混迷 期の 作品 「パリ 

ウド」 などが、 深刻な 面 持で 紹介され たに 始る。 続い 

てシ ェ ス トフの 不安の 文学 を 通じても たらされた ニイ 

チェ、 ドスト イエ フス キ ー 熱 は ミドルトン. マリが そ 

の 混成物で あると いう ジ イドの 芸術 を も 益 々日本の 読 



具現 者」 としての 部署に おかれて いる 人物の 価値 を理 

解す る こと は 全然 出来なかった し、 その 社会 全体が 発 

展の 過程に 於て 経なければ ならない 内外の 摩擦の 諸相 

とその 意味 を 正しく 把握す る こと も 不可能であった。 

ジ イド は その 本の 序文に 「私自身よりも、 ソヴェ 1„ r 

よりもず つと 重大な ものが ある。 それ はヒュ ー マ 二 

ティで あり、 その 運命で あり、 その 文化で ある」 と 云 

い 又 「あらゆる 反 ソヴェ ー トの 新聞紙が、 いま 自分の 

本 を 利用す るの が 残念である」 と 云いつつ、 ロマン- 

ロラン その他の 前 もつ ての 忠言に かかわらず、 その 小 

冊子 を 三 力 月に 百 五十 版 重ねさせた。 「政治的に 利用 



して ある パンフレットの 如き は 一部 一法 二 五。 十 部 十 

二 法。 百 部 百 法。 五百部 四 五 〇 法。 千 部 七 五 〇 法と い 

うような 割引 率で、 数万 を 頒布して いる」 (引用文、 フ 

ランス 現代 文学 の 思想 的 対立 ) 。 

ジ イドの 「感覚の 玄人」 の 腕に 魅せられた 人々 は、 

今猶 上に 引いた 序文の 言葉の 魔術 や、 八方からの 反撃 

にか かわらず ジ イドが 飽くまで 真理 を 追究し ようとし 

て い る 態度と い う 架 想に 陥 つて、 人類の 文学の 今日の 

多難な 道の 上に この 小冊子の 著者が 撒いて いる 細菌の 

本質 を 観 破せ ず、 或は、 観 破せ ざるが 如き うちにお の 

ずから、 自身の 真理 追究の 姿 を も 一 致せ しめてい るか 



れる ものの 内的 要素 やその 質に ついて、 複雑な 歴史の 

投影 を 感じざる を 得ない ので ある。 中 野 重 治 氏の r 汽 

車の 罐焚き」 「原の 櫸」 と 幾多 執筆され た 文学に ついて 

の 評論と は、 その 相互 的 関係に おいて 眺めて、 やはり、 

今日 この種の 作家のお かれて いる 条件の 主観的 客観的 

の むずかしさが 痛感せ しめられる。 

本年の 後半に 入って、 これまで 描写のう しろに ねて 

はいられな いと、 独特の 話術 を もって 作品 を 送って い 

た 高見 順 氏が 「外資 会社」 「流木」 等、 調べ た 材料に よ つ 

て 客観的な 小説 を 書き はじめた こと は 注目 を ひいた。 

石 川 達 三 氏 「日蔭の 村」 も 或る 報告 文学の 試みと して 



まま 

日独 協定が 行われて 略 一 力 年 を 経た 本年 下 四 期に 日 

伊 協定が 結ばれ、 南京 陥落の 大 提灯行列 は、 大本営 治 

下の 各地 をね り 歩いた。 十二月 二十四日 開催の 第 七十 

三 議会に 先立つ こと 九日の 十五 日に 日本 無産 党 • 全 評 

を 中心として 全国 数百 人の 治 維 法 違反 容疑者の 検挙が 

行われ、 議会に 席 を 有する 加 藤 勘 十、 黒 田 寿 男 氏 等 は 

何日 も 経ず 起訴され た。 被 検挙 者 中には、 大森義 太郎、 

向坂 逸郎、 猪 俣津南 雄、 山川 均、 荒 畑 寒村 等の 諸氏が 

ある。 末 次 内務大臣 は、 大学 専門学校 等の 周囲 三百 米 

から 喫茶店、 ビリ -— ド、 マ ー ジ ヤン 等の 店 を 撤廃す 

るよう に 命じ、 従来の 自由主義 的な 学生の 取締 方法 を 



て 立ち 現れて いるので ある。 もとより 漱 石が 旧 道徳に 

対して 新しき 人間的 モラル を 主張した 現実の 姿が、 彼 

の 芸術の 特徴 をな した 知的、 行動 的 低徊に 繫 がれた こ 

と は、 当時の インテリ ゲン ツイ ァの 一部が 持って いた 

経済的. 知的 貴族 性に 制せられた 結果と して、 今日 自 

明な ことで ある。 

「幸福」 の公荘 は、 壮年に 達した ばかりの 年齢で 既に 

生 一 本な 情熱に 動かされる 感情 を 喪失し、 しかも 周囲 

の 感情 生活の 諸相 は 或る 程度 あるがまま 悪意な く 理解 

する 物 わかりよ さ を 持ち、 常識 は 常識と 知って 習俗に 

さからわぬ 鎂を もって 現れて いる。 「先生」 と 「代 助」 



選定され るに 到った 動機に は、 同質なら ざる 二様の 意 

図が 作用して いたと 思われる。 一 つ は、 明治. 大正- 

昭和に 亙る 聖代に 日本 古来の 文学的 様式で ある 和歌の 

歩んで 来た 成果 を 収めて、 今日の 記念と する 意味で あ 

り、 他方に は 純粋に 歌壇の 歴史的 概括と しての 集成の 

事業で ある。 

この 「新 万葉集」 のために 歌稿 をよ せた 作者の 数 は 

一万 八 千 人であった。 合計 三十 七 万 五 千 首と いう 尨大 

な 数の 中から、 十 人の 現 歌壇 人の 選者に よって、 選が 

された。 選者の 一 人で ある 窪 田 空 穂 氏の 選 後の 感想に 

は、 今日の 文学の 問題と して 様々 の 意味から 深い 感興 



重く 苦しい ものが 流れて いて、 これが 正に 農業 を 営ん 

でい る 人の 心の 端的 だろうと 思わせられる」 

次に 目につく の は 小学 教員、 工場 内で 職工と して 働 

いている 人の 歌で あり、 これらの 人々 の 歌に は 歌材と 

して 第三者への 間接 性が あるに かかわ らず 勤労が 必要 

としてい る 日常の 緊張から 「間接 を 直接なら しめて、 

歌と して は 清新な、 力強い もの を 生み出し ている」 と 

いうの は、 意味 深い 文学 上の 一 つの 客観的 事実で ある。 

官吏、 軍人、 画家、 銀行. 会社に つとめて いる 人々。 

更に 料理人、 理髪師、 土工 等 あらゆる 階級の 人々 にと つ 

ての 文学 表現の 形式と なり 得て いる、 その 様式の 浸透 
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